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Brugia pahangiのマウスへの感染実験
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Experimental Transmission of Brugia pahangi into mice.
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School of Medicine, Tokyo Medical and Dental University)

Abstract: The development of Brugia pahangi in ICR strain of mice was studied. Seventy

to 200 infective larvae were inoculated subcutaneously in the inguinal region of 63 mice.

One to 8 mice were killed at intervals up to 200 days postinoculation. Early developmental

stages of larvae were obtained from all mice necropsied between 1 and 13 days postin-

oculation. Percentage recovery rates ranged from 3 to 40% of the original inoculum.

After 20 days, number of animals which yielded live larvae at necropsy decreased pro-

gressively with time. Larvae persisted in 5 of 13 animals necropsied 45 and 60 days

postinoculation. The recovery rates of larvae from infected mice examined between 15 and

75 days ranged from 0.5 to 36%. The longest period of larval survival was 75 days.

Each of 55 mice received 100 infective larvae intraperitoneally. Active larvae were obtained

from all mice examined between 3 and 20 days postinoculation. Larvae were detected in

4 of 8 mice necropsied 30 and 45 days postinoculation. The recovery of larvae from

infected mice necropsied between 3 and 45 days ranged from 2 to 90%. Live larvae were

found in only 4 of 17 mice necropsied between 60 and 150 days postinoculation, and

wormrecovery rates dropped to only 1%. The life span of B. pahangi in the peritoneal

cavity of mice was 150 days at its longest.

The location of B. pahangi larvae in mice varied with the site of inoculation.

Intraperitoneal inoculation caused all developmental stages of worm to be almost exclu-

sively localized in the peritoneal cavity. Subcutaneous inoculation into the inguinal region

produced the different distribution pattern. Larvae were frequently found in the pelt,

carcass and fatty tissue in the inguinal and perirenal regions, and some were located in

the heart and lungs.

The third molt occurred from 7 to 11 days postinoculation. Males started the 4th
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molt 30 days and females 45 days postinoculation. Sixty days old males gave the appear-

ance of mature adult characterized with the adanal papillae, spicules, gubernaculum,

etc. Half of the female worms recovered 60 and 75 days postinoculation, remained in the

4th stage larvae. The remaining females had the morphological characteristics of matured

adult female, although microfilariae were not detected in the uterus. The microfilariae
were also not detected in the orbital blood and the saline rinsed the peritoneal cavity of

the mice infected longer than 60 days; The "patent infection" did not occur in ICR mice.

Tropical Medicine, 24(1), 17-25, March, 1982.

緒言

月r〟giapa見angiはイヌ，ネコを固有宿主とする

リンパ系寄生性糸状虫である．実験的には且paた－

an．giをスナネズミ，ハムスター，モルモット等多

くのゲッ菌類に感染させることも可能である・現在

まで多くの研究者により行なわれた且pa九angiの

各種実験動物への感染実験より，且paゐαngiに対

する宿主の感受性の違い，宿主による且paゐangi

の寄生部位の違い等，宿主一寄生休閑係の研究にと

って興味ある知見が報告されている・

しかL上記一連の研究の中で，マウスの且paゐ一

angiに対する感受性についての記載はほとんどな

い．わずかにAhmed（1967〕とChongandWong

（1967〕によりマウス体内における且paゐangiの

生存期間について報告がなされているのみで，また

その結果ほ報告者によって異っているi

本研究はこの様に不明な点が多いマウスの　且

paゐαngiに対する感受性を明かにするために行なわ

れたもので，マウスの実験室内でのモデル動物とし

ての有用性について検討を加えるものである・

材料と方法

B．pahangi感染犬を吸血Lた　AedeS aegyPti

（LiverpooIstrain〕を250C，湿度日034町恒温室内

で11－12日間飼育Lた－Ash and Riley（1970〕の

方法により感染蚊より感染幼虫を集めたiマウス

（ICR系〕への感染はAsh and Riley（1970〕お

よびMcCallet a∫．（1973〕の方法に従い，マウス

ー匹当り，70－200隻の感染幼虫を鼠径部皮下およ

び腹腔内に接種Lた．接種後200日にわたり適時数

匹のマウスをエーテル麻酔下で屠殺L，頭部を除く

皮膚，筋肉，内臓諸器官をシャーレに分離し，細片

Lた後，室温にて生食水に2－3時間浸し，各組

織i器官より遅出してくる虫体を回収した・腹腔内

感染マウスでは剖検に先立ち，腹腔内を生食水で数

回洗油　その洗浄液より虫体を回収した■　得られた

虫体ほAFA（AIcohol－Formalin－Acetic acid）に

て固定後，グリセリンアルコールで透徹，グリセリ

ソゼリーに包埋，虫体長の計測および虫体の形態学

的観察を行った．且pαのngi虫体の各発育段階の

分類ほSchacher（1962〕の記載によった・感染後

60日以上経過したマウスについては，限窟静脈叢よ

りヘマトクリット管で60c。mmを採血，厚層塗抹標

本を作製し，ギムザ染色にて末梢血中の仔虫の検査

を行ったi旗艦内感染例については，剖検時採集し

た腹腔内洗浄液を遠心、し，その沈査中の仔虫を検査

した．

実　験　成　績

鼠径部皮下感染実験

マウス鼠径部皮下に　一世paゐangi感染幼虫を接

種し，マウス体内における　且pαゐangiの生存期

間と虫体の発育を観察したi感染マウスよりの且

Pahangi虫体の回収結果をTablelに示す■

感染後13日までほ感染幼虫の接種を受けたマウス

16匹（雄11，雌5〕すべてより生きた虫体が回収さ

れた．マウスー匹当りの虫体の回収率（回収虫体

数／接種虫体数×100〕は概ね10～40％と高い値を

示した．感染後15日目に剖検したマウス6例すべて

より虫体は回収されたが，そのうち4例でほ虫体の

回収率は334以下であった・接種後20日を経過する

と，虫体刀寄生がみられるマウスの数ほ，20日で6

例中4例，30日で8例中4例，45日で7例中3例，

60～75日で6例中2例と次第に減少した．この時期

における虫体の回収率ほ数例を除いて，接種数のわ
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ずか234以下であったilOO日以後では8例のすべ

てのマウスより生きた虫体ほ全く回収出来なかっ

た．

感染後60日以上経過したマウス20匹について，末

梢血中の仔虫を検査したが，すべて仔虫は認められ

なかったi

マウス体内における　且paゐangiの寄生部位を

Table2に示す・いずれの時瀾でもB．pahangiは

主とLて皮膚，筋肉，鼠径部蛹び腎周囲脂肪組織に

寄生していた・Lかし少数ではあるが，心油　肺

漿　生殖器等へ寄生する虫休もみられた．感染後1

日目においてさえ，虫体は心油　肺臓からも回収さ

れたi

回収された虫体の一部について行った形態学的観

察による虫体の発育段階および体長の測定結果を

Table3に示す一　感染後5日日までの虫体はすべて

第3期幼虫で，生殖原基が著明になる点を除いて

は，感染幼虫に比べ明らかな形態的変化は認められ

なかった．しかL5日令の平均虫体長は雄1．6mm，

雌1i8mmで，感染幼虫に比L，いくぶん伸びてい

る．観察Lた7日令虫体39隻（雄15，雌24〕中35隻

（堆12，雌23〕は5日令虫体と全く形態を同じくす

る第3期幼虫であったが，4隻（雄3，雌1〕は頭

端が球状に膨んだ第4期幼虫へと発育していた．こ

のことより且paゐαngiはマウス体内へ侵入後，7

日目には脱皮（3rd molt）をおこすことが明らかと

なった・9日目，11日目においても回収された虫体

の中にほ第3期幼虫が認められたが，その数は少な

く，大部分（9日目19豊中16豊，11日目36豊中34

隻〕ほ第4期幼虫であった．観察Lた13日令虫体は

すべて第4期幼虫で，その平均体長は雄3．Omm，

雌3．2mmで，感染幼虫に比し約2倍に成長した．

第3期幼虫は，15日令虫体の中にも認められたが，

その数はわずか1隻で，20日以後ほ3期幼虫は全く

回収されなかった．感染後13日も経過するとほとん

どすべての幼虫は3rd moltを終え，第4期幼虫に

発育するものと考えらわる．感染後2J日日に得られ

た虫体の平均虫体長ほ感染幼虫の約3倍にのび，雄

3・7mm，雌ノ4・5mnlとなる．30日目に回収Lた雌虫

体√ますべて第4期幼虫であったが，雄虫体5豊中4

隻はよく発達Lた導利休と肛門間囲の乳頭がみら

れ，第5期虫体と同定された．このことから　月．

paゐangi雄虫体はマウス体内で感染後30日前後に再

び脱皮（4th molt〕をおこすことがわかる．45日以

後に回収された雄虫捧はすべて5期幼虫で，4期幼

虫は全く回収されなかった．一方感染後45日目に回

収した雌虫体25豊中8虫体ほ　Ove5ectorが屈曲L

た虫体で，第5期幼虫と同定された．月．paゐangi

雌虫休もマウス体内で4th moltをおこすことが明

らかとなったが，その時期は雄虫体に比し遅れる．

観察できた虫体の数ほ少ないが，且如ゐangi雌虫

体の場合，60日以後回収Lた虫体でさえ，約半数ほ

4期幼虫にとどまっていた．

60日以降の雄虫体はPhotolに示すごとく尾端が

2～3回コイルしよく発達した交接刺，導刺体を有

している・一方60日以降の雌虫体はPhoto2に示す

ごとく，子宮内に卵刀形成がみられる成熟虫体であ

った．しかL子宮内に仔虫形板がみられる虫体ほ得

られなかった．

Tablel・Experimentaltransmission qf B．

pahangiintoinguinalregion of
mlCe

監1≡慧i憲法：。f鎧違憲蓋〕
1　習≡　　≡　　三三，16
3　　　　Fl　　　1　　　　27

5　　苦≡　　≡　／喜，8
7　　　M2　　　　2　　　　32，29

9　　　M2　　　　2　　　12，5

11　　　M2　　　　2　　　　25，10

13　習去　　去　　誌3

15　苦言　　雲　7，3，1呂ニ5ヲ。i5

20　　習≡　　≡　1呂：52・2

30　　苦言　／　壬：5，1。．5

45　　習芸　　喜　36，1，0・5

60　　習l　壬　12・5

75　　晋l　呂　　2，2

100－200　習豊　　崇

No．oflarvaeinoculated：70－200．

M：male F：female．
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T able 2. Distribution of B. pahangi in mice at various times after subcutaneous
inoculation

Time
in

Days

No. of
animal

examined

Total
worm

recovered
P elt &Carcass

H eart &
Lungs

F atty Tissue
axillary &

inguinal perirenal
M esenteriurr

G enital
organs

Others

1

3

5

7

9

ll

13

15

20

30

45

60

75

3

1

3

2

2

2

3

6

6

8

7

6

6

74

57

71

52

26

42

98

34

18

18

39

23

4

17

21

13

18

ll

39

24

12

ll

14

1

5

5

4

3

6

9

2

30

15

29

16

7

21

15

5

1

12

21

20

7

1.1

10

2

9

13

3

1

2

4

8

2

2

1

2

6

5

4

2

2

5

1

4

18

Total 55 556 189 34 179 83 19 31 21

Table 3. Body length and developmental stage of B. pahangi recovered
from mice at different time after subcutaneous inoculation

Time in days 3rd stage 4th stage 5th stage

1

3

5

7

9

ll

13

15

20

30

45

75

58* 1.1-1.8(1.5)mm

18 1.4-1.7(1-5)
13 1.6-1.9(1-7)

15 1.4-1.8(1.6)
21 1.7-1.9(1.8)

12 1.5-2.0(1.7)
23 1.6-2.1(1.9)

2 1.3-1.5(1.4)
1 1.7

1 1.7
1 2.0

F 1 I./

M3 1.8- 1.9(1.8)
F 1 2.0

M5 1.5-2.1(1.9)
Fll 2.1- 2.6(2.3)

M15 1.7- 3.4(2.5)
F19 2.1- 3.8(2.9)

M19 2.1- 3.7(3,0)
F21 2.4- 4.2(3,2)

M6 2.6- 3.5(3.1)
F22 2.4- 6.1(3.9)

M7 3.0- 4.9(3.7)
F10 3.7- 5.4(4.5)

M1 6.2

F12 3.1- 9.5(5.8)

F17 5.6-13.8(9.3)

F 6 6.5- 9.3(7.8)

F 1 8.1

4 6.3- 9.3(7.8)

7 ll.1-15.2(13.5)
8 16.8-28.3(23.7)

5 9.3-14.6(12.3)
5 19.0-28.3(23.7)

2 7.9-8.9(8.4)
1 14.5

* No. of worm examined. ( ) average. M: male. F: female.
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Photo．1． Photo．　2．

Photo．1．Po5teTior regionof6Ddaysold maleⅥ70rm・Taiicoilsin a spiralof3－4turns・

Cup－Shaped guDemaCt11um and spicules are visiblei
l

Photo．2i60daysold femaleworm showingthe distalportiGn Dfuteruspackedwithova・

腰腔内感染真験

マウス腹腔内へ感染幼虫を接種し，乱　paゐangi

のマウス体内での生存期間と虫体の発育を観察し

た．Table4に感染後3日より200日まで適時剖検

し，虫体を回収した結果を示す．

感染後20日日までは，且paゐangi感染幼虫乾接

種を受けた21例すべてのマウスより虫体が回収され

たiうち15例でほマウス1匹当りの虫体回収率は20

％以上で，なかにほ回収率9034と高値を示すものも

あった．感染後30日，45日に剖検Lたマウス呂匹の

うち4匹には虫体の寄生はみられなかったが，虫体

の寄生がみられた残り4匹よりは接種数レニ1⊥生～48％

と20日目までと大差ない多数の虫体が回収された．

感染後60，90，120，150日目に剖険Lた17匹のマウ

スのうち4匹より生きた虫体が回収されたが，その

数はいずれも接種数のわずか134であったi200日

目に剖検したマウス9匹よりは虫体は回収されなか

ったi尚感染後60日以上経過Lたマウスでは，腹睦

内の仔虫の検査を行ったが，すべて仔虫は認められ

なかった．

旗艦内感染の場合，マウス体内における　且

pαゐangi虫体町寄生部位をTable5　に示す■　鼠径

部皮下感染の場合とは虫体の分布は全く異り，虫体

の大部分（93－9834）ほいずれの時期においても，

腹腔内にほぼ限局しているi Lかし少数ではある

Table4．ExperimentaltransmissionofB．pahangl

into peritonealcavity of mice

監11≡慧i慧‡cef　慧it霊　r讐三芸y
lnOCuiated for worm（per－Cent〕

3　　習二書　　≡　　喜昌；4呂

7　　誓書　　∃　71ヲ8昌4ヲ12

9　　習／　≡　　三吉；／

11　習／　／　紫雲呂

20　　習／　萱　　草ヨ；2ヨ

30　　筈／　壬　　圭l

45　　誓書　　壬　　去昌

60　　習二／　2　　1

90　　習／　冒　　1

120　　習≡　　望　　1

150　　警l　吉　　1

200　　習二三　　呂

No．oflarvaeinoculated：100．
M：male．　F：female．
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が，皮世筋肉，脂肪組油　内臓諸器官にも虫体の

寄生ほみられた．

腹腔内より得られた虫体の発育段階とその体長を

Table6に示す．感染後7日目に回収，観察した虫

体21豊中14隻は3期幼虫であったが，7隻ほ4期幼

虫に発育していた．また9日目に回収Lた虫体の大

部分（14豊中13隻〕ほ4期幼虫で，鼠径部感染例と

ほぼ同じ時期に且paゐangiほマウス腹腔内で脱

皮（3rd molt〕をおこすことがわかる．11日目，20

日目でほ4期幼虫のみが回収された．感染後30日目

に回収した雄虫体の中にほ5期幼虫がみとめられ，

45日以後の雄虫体はすべて5期であった．このこと

から雄虫体は感染後30日前後に再びマウス体内で脱

皮（4th molt）をほじめることが明かとなったi一

方，30日，45日，60日令雌虫体はすべて4期幼虫に

とどまっていた．雌5期虫体ほ感染後120日目にし

Table5・DistributionofB・pahangiinmiceatvarioustimesafterintraperitoneal
inoculation

芸蓋蓋re迄。監豊麗忘票
Fatty Tissue

悪霊一＆perirenal

Mesente－　GenitalPeritoneal
rlum OrganS CaVlty

3　　　4　　　150　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　　147（98）

7　　　5　　　187　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　3　　　　　　　182（97〕

9　　　4　　　　44　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43（98〕

11　　4　　　　209　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　204（98〕

20　　　4　　　143　　　　2　　　1　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　133（93〕

30　　　4　　　　66　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　62（94）

45　　　4　　　　54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　53（98）

60　　　　4　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

120－150　　9　　　　　　2　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

Tota1　42　　　B56　　10　　1　　1　　　5　　　7　　　6　　826（96）

（〕：Percentage oftotalnumber recovered．

Table6・Bodylengthanddevelopmentalstage ofB・pahangirecovered from

mice at differenttime afterintraperitonealinoculation

TmeiIldays　　　3rdstage　　　　　　4thstage　　　　　　　5thstage

3　　　　　31串1．3－1．9（1i7）mm

7　筑去1．5望．9（1．9）習芸壬：に壬昔喜∃
9　　　Fl l・8　　　　　F13　2．1－2i5（2．3）

11　　　　　　　筑喜3：芸二／ぷ3：苧∃

20　　　　　　　　筑宣言：2二喜：粗冨∃

30　　　　　　　　筑宝喜：去＝昌常吉∃　M16・6

45　　　　　　　　FlO7．0－8．畔0〕M57・ト7・9（7・5〕
60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F1　　8．4

90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M1　　7．8

120－150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F224．0－34iO（29．0〕

＊No・Ofwormexamined－　（〕average．　M：male．F：female．
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てはじめて回収された．120日令，150日令雌虫体の

子宮内にほ卵の形成はみられたが，仔虫は認められ

なかったi

考　　　　　察

且paゐangiに対するマウスの感受性について，

詳しい報告はほとんどなく，わずかに且　paゐαngi

のマウス体内での生存期間について若干の知見が報

告されているにすぎない．

著者が行ったICR系マウスへの鼠径部，および

腹腔内感染実験は，マウス体内における且pa鳥angi

の発育成長および感染方法による虫体の寄生部位の

違いについて新しい知見を与えた．

鼠径部感染の場合，感染後13日までほ，感染幼虫

の接種を受けたマウスすべてより生きた虫体が回収

され，概ね接種虫体数の10～4034もの虫体が回収さ

れた．感染後15日以後ほ時間の経過とともに虫体が

回収されないマウスの数が増L，数例を除いてマウ

ス1匹当りの虫体の回収率は3％以下に激減する．

更に100日以後ほ虫体ほ全く回収されなかった．且

pa九angiの好適宿主であるスナネズミへの感染実験

では，いずれの時期（感染後6～154日〕でも実験ス

ナネズミすべてより虫体が回収され，虫体の回収

率も2～28％とほぼ一定であると報告されている

（Ash and Riley，1970〕．このように感染率，虫体

回収率のいザれの点よりみても，スナネズミへの感

染に比べ，マウス体内での　且paゐangiの生存期

間は明かに短いi　マウス体内での月ipaゐangiの

発育についてChongand Wong（1967）ほ末梢血

中に仔虫を認めることほ出来なかったが，118日令

の生きた虫体を回収したと報告Lている．著者の実

験成紫／iはほ彼等の成紫こJ致する）・一方Ahmed

（1967〕ほマウス体内では」臥pα克angiは全く発

育せず，感染後2日目においてさえマウスより虫体

ほ回収されないと報じた．虫体の回収法，あるいは

使用したマウス系統の違いにより，興った結果が得

られたのであろう．マウス腹腔内感染でほ，感染後

150日まで生きた虫体が回収されたi　しかし腹腔内

より60日以後に虫体が回収されたマウスの数ほ26匹

中4例で，また各マウスより回収された虫体ほわず

かに1隻にすぎない．

腹腔内感染でほ鼠径部感染に比べ且paゐangiの生

存期間が長いとほいいがたい．

本研究により且paんangi「エマウス体内へ浸入後

7－11日の期間に3rd moltをおこし，雄虫体ほ感

染後30日前後，雌虫体は45日前後に4th moltをお

こL発育成長することが明かとなった．形態学的観

察からは，60日以後回収された虫体のなかには，雌

雄とも成熟成虫体と考えられる虫体がみられたにも

かかわらず，これらの雌虫体の子宮の中にほ仔虫形

成はみられなかったiまた感染後60日以上経過Lた

マウスの血中，J紫艦内にも仔虫は認められなかっ

た．好適宿主への且paゐαngiの感染実験では，ス

ナネズミで感染後57－84日，ハムスターで62－128

日，ネコで61u75日目に末梢血中に好虫がみとめら

れている，（Ash and Riley，1970；Malone and

Thompson，1975；Denham et al．，1972〕．この様

に好適宿主では仔虫の出現する時期（60日〕になっ

ても，マウスでは仔虫がみられないことほ，マウス

体内でほ60日以上生存する虫体数が少く，かつ60日

以上生存する雌虫体の約半数が未熟虫体（4期幼

虫〕にとどまり，受精の機会がほとんどないためと

考えられる．ICR系マウスはPatentinfection　と

はならないが，全く感受性がないとほいいがたく，

またWmg et a・t．（1967〕ほネコより回収した月．

paゐangi成熟雌虫体はマウス腹睦内へ移植されても

1ケ月は仔虫を産出しつづけると報告している．マ

ウスの中にはpatentinfection　となる系統がある，

可能性は高く，今後の研究が待たれるi

蛹pa′ungiのイヌ，ネコへの皮下感染の場合，

虫体ほいずれの時期でもリンパ系に寄生する．Lか

しスナネズミ等ゲッ菌類では主として心臓，肺漿

葦丸に寄生する．本研究ではマウスのリン㌧ペ管，リ

ンパ節を詳しく検査することが困難なため，リンパ

系に寄生する虫体数を明かにすることほ出来なかっ

た．LかL鼠径部皮下感染の場合，虫体ほ主として

皮膚，筋［札　鼠径部及び腎周囲脂肪組織に寄生L，

一方腹腔内感染の場合，虫体ははば腹腔内に限局

し，感染方法の遣いにより著明な寄生部位の違いが

みられた．

McCallet ali（1973〕はスナネズミ腹腔内への

且paゐang）の感染実験を行い，成虫・仔虫とも腹

腔に限局することに注目し，このモデルを且paん一

angi成虫・仔虫の便利な多量収集法として紹介し

た．著者のマウスでの実験でも，感染後45日までは

多数の虫体（接種数10鬼′以上〕が腹腔内より回収さ
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れ，マウスを用いても3期，4期幼虫の多量収集は

可能であるi

リソパ系寄生性糸状虫に対する宿主の感受性は一

般にPrePatent period（感染より仔虫が末梢血中

に出現するまでの期間〕，仔虫陽性率（仔虫陽性動

物数／実験動物数×100〕，血中仔虫密度（単位血

液量当りの仔虫数〕によって判断される　且paぁー

ang・i感染マウスの中にほ仔虫ほみられなかったた

め，マウスの感受性を上記条件で他種動物と比較検

討することほできない．しかしマウス体内での虫体

の発育速度，虫体長について比較すると興味深い所

見が得られる．　スナネズミ体内で且paゐangiの

3rd moltほ感染後6≠9日でおこり，4th moltほ

18－24日でおこる，（Ash and Riley，1970〕．一方マ

ウスでほ3rd moltほ7－11日，4th moltほ雄で

30日前後，雌で45日前後におこり，幾分脱皮時期が

おくれる．またマウスでほ感染後60－75日目におい

ても，4期幼虫にとどまる雌虫体がほぼ半数をしめ

る．このような脱皮時漿　あるいは未熟虫体の存在

も且paんa祝giに対する実験動物の感受性を表す一

つの指標となりうると考えられる．終宿主における

且声aゐang・iの脱皮時期ほ雌虫体に比L雄虫体が幾

分はやいといわれる（Ash and Riley，1970；Scha－

cher，1962〕が，この現象はてウスでもみられた．

マウスより得られた虫体の長さは同日令のネコより

得られた虫体（Schacher，1962〕およびスナネズミ

よりの虫体（Ash and Riley，1970）より明かに短

い．このことはマウスが且pαゐangiにとって好適

宿主でないためか，あるいは宿主の大きさによる虫

体の適応によるものか不明であるが，今後の宿主一

寄生休閑係の研究にとって興味ある問題である．

結　　　　　語

マウス（ICR系〕鼠径部皮下，および腹腔内へ

且paゐangi感染幼虫を接種，マウス体内における

且paゐangiの発育を観察L，下記の結果を得た・

1．鼠径部感染でほ，感染後13日まで実験マウスす

べてより生きた虫体が回収され，虫体回収率は3

～4034であったi以後75日まで虫体が回収された

が，感染率，回収率とも時間の経過とともに減少

Lた．

2i腹腔内感染でほ，感染後20日まで実験マウスす

べてより虫体が回収され，回収率ほ2－9034であ

ったi30，45日目の感染率は5034であるが，回収

率ほ14－4834と高かった．以後150日まで虫体が

回収されたが，回収率ほわずか134であった・

3．虫体の寄生部位ほ感染方法により著明に異るi

鼠径部感染でほ虫体ほ主とLて度世　筋肉，鼠径

部，腎周囲脂肪組織に寄生し，腹腔内感染では大

部分の虫体ほ腹腔内より回収された・

4i且paゐangiはマウス体内で2回の脱皮を終え

5期へと発育する．3rd moltほ感染後7－11日

の期間におこり，4th moltは雄でほ30日前世

雌でほ45日前後にはじまるi

5．マウス体内でほ，感染後60－75日目において

も，回収される雌虫体の半数は4期幼虫にとどま

る．

6．形態学的には雌雄とも成熟成虫体と考えられる

虫体がマウスより回収されたが，これら雌虫体の

子宮内にほ仔虫形成はみられなかった・

7i感染後60日以上経過したマウスの末梢血　腹膜

洗浄中の仔虫を調べたが，仔虫ほ全く検出されな

かった．
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